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高岡市立高岡西部小学校 

令和９年に予定されている、高岡西部小学校と中学校の施設一体型

小中一貫校の開設に向け、少しずつ準備を進めているところです。新

しい校舎の増築とともに、子供たちの心の準備も大切にしながら取組

を進めています。 

先日、６年生が中学校との交流会を企画しました。黒い制服に身を

包んだ中学生が本校を訪れ、レクリエーションやゲーム、意見交換を

通して、互いの理解と絆を深めました。小学生の「おもてなしの心」

に触れ、感謝の言葉を伝えてくれた中学生の姿も印象的でした。 

中学生は、やはり小学生にとって憧れの存在です。先輩と一緒に活

動したり語り合ったりする中で関係を深め、これからどのような学校

を共に築いていくのか、期待がふくらむ交流となりました。 

施設一体型になると、中学校の先生が小学校の授業を担当したり、

小学校の教員が部活動の一部を支えたりするなど、校種の枠を越えた

学びや関わりも広がっていきます。図書室に小学生と中学生が共に集

う、そんな微笑ましい光景も目に浮かびます。 

今後は、児童会と生徒会が手を取り合い、新しい学校づくりに向けたアイデアを生かした取組も

期待されます。今回の交流をきっかけに、小・中学校の連携がさらに深まっていくことを願ってい

ます。 

「自分も友達も大切に みんなでつくろう高岡西部小」という児童

会スローガンのもと、子供たちが企画した「心あったか活動」に、全校

で取り組んでいます。 

「高西ぽかぽかの木づくり」や、人権週間にちなんだ発表等を通して、

高岡西部っ子たちが、温かい学校づくりの担い手となっています。 

校内の階段踊り場や廊下には人権標語が掲示され、また、クリスマス

ツリーに見立てた「あったかエピソード」も飾られています。昼の放送

でも取組の様子や思いが紹介され学校全体に優しさが広がっています。 

「思いやり ドンマイ頑張れ 心は一つ」 

「思いやり みんなやさしく いじめない」  

子供たちが綴った人権標語の一つ一つに、友達を思う素直な心が表

れています。いじめのない、思いやりに溢れたあったかい空気が流れる学校を、これからもみんな

でつくっていきたいものです。 

高西小 HP 

 

★新しい学校に向けて心の準備を ～小・中学校交流会～ 

★人権週間！＆ 心あったか活動！ 



日に日に進んでいく新校舎の工事。多くの作業員の方々が力を合わ

せて働いておられる姿が、子供たちの目に毎日映っています。これま

で見たことのない重機が次々と敷地に入り、工事の様子を興味深そう

に見つめる子供たちの姿もみられます。 

現在の校舎を通り抜けた先に建設されている新校舎は、令和９年度

から小学校１年生～４年生の新しい学び舎となります。一方、現在の

校舎では、小学校５・６年生と中学校１～３年生が学びます。新しい学校生活を思い描きながら、

子供たちの胸も今から大きく膨らんでいます。 

職員室は、小学校と中学校の教職員が同じフロアで子供たちを支える形となり、日常的な連携が

より深まります。新校舎には、プレイルームやメモリアルルームも設置される予定です。また、図

書室には小・中学校合同の蔵書が並び、学年や校種を越えて共に利用する空間となります。 

新しい校舎とともに、小学生と中学生の新しいつながりと学びが生まれることを、今から楽しみ

にしています。 

  一人一人が自分で考え、主体的に学習する力を育てるため、本校では今年度より「マイプラ

ンタイム」を設定しました。毎週木曜日の３０分間、子供たちが自ら学習の計画を立てて取り組

む時間です。 

当初は、課題の見付け方が分からず、戸惑う子供の姿もみられました。しかし、担当教諭が具

体的な事例や「何のために行うのか」という目的を、節目ごとに YouTube さながらの分かりやす

い動画を用いて紹介することで、少しずつ見通しをもって取り組めるようになってきました。 

自分で課題を見付け、自分の考えで学習を進めていく姿を目指していきます。学び方や内容を

自ら選ぶ中で、自己決定する力も育まれていきます。「言われて学習する」のではなく、「自分で

考えて学習する」ことを大切にしながら、これからも子供たちの主体的な学びを支えていきま

す。 

 子供たちの縄跳びの上達には、目を見張るものがあります。体育館

下のテニスコートや体育館で子供たちは進んで縄跳びに取り組んで

います。軽快な音楽に合わせて、ぴょんぴょんと軽やかに跳ぶ姿があ

ちらこちらにみられます。時にはジャンピングボードを使い、二重跳

びにも挑戦しています。 

友達同士で跳び方を見合ったり、先生に励ましや称賛の言葉をかけてもらっ

たり、記録を競い合ったりしながら、子供同志の関わりの中で日々成長してい

ます。一人ではくじけそうになる場面でも、仲間と共に取り組むことで乗り越

え、できた喜びを分かち合う姿は本当に素晴らしいものです。仲間と学ぶから

こそ成長できる。そんな素敵な場面が、毎日のようにみられます。ぜひご家庭

でも、頑張る姿をたくさん褒めてあげてください。子供たちの無邪気な笑顔に、

私たち大人も元気をもらっています。 

★新校舎工事が進んでいます！ 

★広がる縄跳び練習の輪 

★主体的な学びを育てる「マイプランタイム」 


